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町
の
観
光
施
策
に
よ
る
地
方
創
生
事
業

に
対
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン

ド
「
モ
ン
ベ
ル
」
グ
ル
ー
プ
の
株
式
会
社

ベ
ル
カ
デ
ィ
ア
様
か
ら
「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」
と
し
て
５
０
０
万
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

3

月
1

日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
株
式

会
社
ベ
ル
カ
デ
ィ
ア
の
辰
野
勇
代
表
取
締

役
は
「
若
い
こ
ろ
大
山
で
登
山
技
術
の
研

鑽
を
行
っ
た
。
街
か
ら
近
い
豪
雪
山
で
あ

り
、
弓
ヶ
浜
を
望
む
稀
有
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
多
く
の
魅
力
が
あ
る
。
第
2

の
ふ

る
さ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
大
山
町
の
ア
ウ

ト
ド
ア
観
光
施
策
に
協
力
し
た
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
寄
付
金
は
大
山
林
間
常
設

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
整
備
等
に
活

用
し
ま
す
。

まちの話題まちの話題
　

２
月
24

日
に
大
山
町
自
衛
隊
入
隊
予
定

者
激
励
会
が
大
山
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
春
入
隊
す
る
の
は
４
人
で
、
陸
上
自

衛
隊
が
井
上
威
吹
さ
ん
、中
川
太
陽
さ
ん
、

山
﨑
明
生
さ
ん
、
航
空
自
衛
隊
が
舩
越
基

さ
ん
で
す
。

　

激
励
会
で
は
、
町
長
が
「
国
民
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
の
は
、
自
衛
官
の
活
躍

が
あ
っ
て
こ
そ
。
厳
し
い
訓
練
に
耐
え
、

立
派
な
自
衛
官
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

自
衛
官
誕
生
！

　

～
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
と

　
　

力
強
く
～

▲左から井上威吹さん、中川太陽さん、 
舩越基さん、山㟢明生さん　　　　

▲オンラインで行われた贈呈式

　

２
月
17

日
に
、
琴
浦
大
山
交
通
安
全
協

会
名
和
支
部
か
ら
、
令
和
４
年
度
新
入
生

へ
、
反
射
タ
ス
キ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

例
年
は
、
中
学
校
交
通
安
全
委
員
へ
渡

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
の
た
め
、
清
郷
支
部
長
か
ら
賀
川
校

長
に
贈
呈
し
、
生
徒
の
交
通
安
全
に
つ
い

て
、
安
協
名
和
支
部
も
引
き
続
き
指
導
し

て
い
き
た
い
と
伝
え
ま
し
た
。
中
学
校
交

通
安
全
委
員
は
交
通
安
全
に
務
め
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
協
名
和
支
部
で
は
、
子

ど
も
や
高
齢
者
の
方
が
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

名
和
中
学
校
の
新
入
生
に 

反
射
タ
ス
キ
を
贈
呈

▲

清
郷
支
部
長
（
右
）
か
ら
反
射
タ
ス
キ 

を
受
け
取
る
賀
川
校
長
（
左
）
　
　
　

　

2

月
15

日
、
松
河
原
の
逢
坂
八
幡
神
社

で
、
今
年
の
農
水
産
物
の
出
来
を
占
う
管

粥
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
神
事
は
、

本
殿
横
に
し
め
縄
を
張
り
、
そ
の
中
心
で

鍋
の
水
を
沸
騰
さ
せ
、
そ
こ
に
農
作
物
の

名
が
刻
し
て
あ
る
24

本
の
竹
筒
と
米
を
入

れ
煮
詰
め
ま
す
。
そ
の
後
、
竹
筒
を
割
り
、

筒
の
中
に
詰
ま
っ
た
粥
の
量
で
そ
の
年
の

農
水
産
物
の
出
来
を
判
定
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
全
般
を
占
う
「
大
年
」
が
九

分
、
農
水
産
物
23

品
目
中
、
半
分
以
上
が

九
分
か
ら
十
分
と
な
り
期
待
の
持
て
る
年

に
な
り
ま
し
た
。
遠
藤
稔
総
代
表
は
、「
昨

年
に
続
き
今
年
も
い
い
結
果
が
出
て
希
望

が
持
て
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
中
期
か
ら
約
２
８
０
年

続
く
管
粥
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た

▲竹筒を割り判定する太田禰宜（左）と 
結果を記入する遠藤総代表（右）　

～
地
方
創
生
事
業
へ
活
用
を
～

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


